
語 ら れ る 神 パート２

                                                                                                              聖書は新改訳 2017 より引用しています。

ベレーシート

皆様おはようございます。今日もみなさまといっしょに集まって主を礼拝できることを嬉しく思います。

前回は 1 月 14 日に語らせて頂きました。　何を話したか覚えていますか？

最もインパクとがあったのは、イェシュアへの直通電話「333」ではないでしょうか？

エレミヤ 33：3 です。「私を呼べそうすれば私はあなたに答えあなたの知らない理解を超えた大いなる

ことを告げようです。

思い出した。そうだったと思われた人もいますね。　「語られる神」というタイトルで話しました。

今日は　「語られる神パート 2」として進めたいと思います。　
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前回の復習です。神は語られるお方です。

「語る」ר מַ アーマルの初出箇所は、創世記 אָ 1：3 で「神は仰せられた、光あれ」です。

この光は、イェシュアです。光をまとっておられるイェシュアです。

この方が、神の似姿に造られたアダムとエバに言われたことは　「産めよ、増えよ、地に満ちよ」でした。

そして最高のもので満ちたエデンの園を、耕し守るようにその働きを託されたのです。

エデンの園。そこは神が臨在され、人が顔と顔を合わせて神ご自身をいつも見つめているところ。

そして神の声を直接聞き、神を愛しまた神に愛され、全てのものが満ちているところだったのです。

神がアダムに語った言葉は「全ての木から取って食べよ」でした。

しかし「善悪の知識の木から、それから食べてはならない。それを食べるその時あなたは必ず死ぬ」とい

う神のいいつけを、サタンの化身である蛇は巧みに言い換え、エバを誘導して善悪の知識の実を食べさせ

たのです。

その結果、アダムもその実を食べ、２人の目が開かれて裸であることを知ったのです。
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それまでは、裸でも恥ずかしいと思わなかった 2 人が、いちじくの葉で腰の覆いを作ったのです。

この時「恥ずかしい」という思いが芽生えたことが分かります。

「恥ずかしい」はׁבּוֹש ボーシュで枯れるという意味があります。　

この時、神との命の交流が枯れたのです。そして２人はエデンから追放されました。

しかし、この「追放」はへブル語の ח לַ 。シャーラハ で「遣わす」という意味だったのです  שָׁ

裸であった二人に神は「皮の衣」を着せてくださいました。

「皮の衣」これはヘブル語の ת נֶ תֹּ 。クットーネットで、祭司が着る長服を意味します כֻּ

皮・・動物が殺されているのです。　ここに贖いが見えます。

エデンを追放され　神との命の交流が失われてしまった世界であっても、神は神のことばを託する祭司を

必要とされたのです。神の似姿として造られた者を、神はご自分を表現する祭司として用いられるのです。

聖書は神の大きなシナリオの書です。そしてそのシナリオについてイザヤは語っています。
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「遠い大昔のことを思い出せ。わたしが神である。他にはいない。わたしのような神はいない。

わたしは後のことを初めから告げ、まだなされていないことを昔から告げ、

「わたしの計画は成就しわたしの望むことをすべて成し遂げる」という。」イザヤ 46：9　

「終わりのことを初めから告げている」　AC でこの意味を知った時とてもとても驚きました。

終わりとは、メシア王国＝千年王国のこと。

その王国がエデンの園のことを言っていると知ったのです。

先日、バイブルクラスで中学生の男の子に尋ねました。

エデンの園ってどこに行ったと思う？と。　彼は「えっ？」と言って答えられませんでした。

次に彼のママに聞いたのです。すると彼女も「えっ？　えーとと苦し紛れに　イランの方にある？？？」

と言っていました。
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そこでわたしは答えたのです。エデンの園はやがて再びこの地に成るのだと。

「「神の計画」」が既に始まっている。わたしたちはその神のご計画の中で生かされているのです。

そしてその計画は必ず成就するのです。

その計画とは何でしょう？　人が造られた一番最初の状態に戻すこと。それがエデンの園の回復です。

神が人をエデンの園に連れて来て置いたことは、神と人が結婚したことを意味しますが、神は人をその状

態に戻されるのです。

エデンの園。そこは、全てのものが満ち溢れているところであり、神と人が顔と顔を合わせともに暮らし

ていくことなのです。

そこはまた、神が語られる言葉を理解できる、神と通じ合う世界です。

神のご計画のために私たちに求められていることはただ一つだけ、それは聞くことです。  

「聞く」 ע מַ 　、シャーマ の初出箇所は שָׁ

「そよ風の吹くころ彼らは、神である主が園を歩き回られる音を聞いた。」　創世記 3：8 です。
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銘形訳では「彼らは聞いた。その日神である主ご自身が風として園で吹き巡っている音を。」です。

しかし不思議です。神はその前に「あなたは園の全ての木を食べよ。」とアダムに語られているのです。

ですから、「聞いた」という言葉があっても良さそうですが、書かれていませんね。

そこには、神が語られたその言葉だけしかありませんでした。

神はイスラエルの民を祭司として選びました。そして彼らに絶えず語り続けていることは、「聞け」 

ע מַ 。シェマ です。　「シェマ イスラエル」「聞けイスラエル」です  שְׁ

私達は神の耳に自分の願いを訴えることには早いですが、神のことばを静まって聞くことはなかなかでき

ません。

さらに神は、聞いて従いなさいと言われました。シナイ山で神が語られたことをお覚えていますか？

「今もしあなたがたが確かにわたしの声に聞き従い、わたしの契約を守るなら、あなたがたはあらゆる民

の中にあって、わたしの宝となる。」（出エジプト 19：5 ）でした。
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民はみな口をそろえて「私たちは主の言われたことをすべて行ないます。」（出エジプト 19：8）

と言ったのです。

しかしイスラエルの歴史を見るなら、彼らは全て守り行っては来なかったのです。たとえ神のことばに従

いたいという思いがあったとしても、私達の肉では決して従うことは出来ないのです。　私達の霊が立ち

上がらないと到底できません。霊が立ち上がるためには、イェシュアが死と復活を通り、いのちを与える

御霊となって私達の霊とミングリングしてくださることが必要です。

イスラエルには、絶えず従うことが要求されました。旧約聖書で「聞く」とは「従う」ことを意味します。

イスラエルの民は「守り行います。」と言いましたが、そもそもそれが彼らの失敗だったのです。

神が、従いなさいと言われる言葉には　「え？今、何と言われました？」と耳を疑いたくなるようなこと

もあります。

まさにそのようなことを経験した人がいます。誰ですか？　そうです、アブラハムです。

何を言われたのですか？
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「神は仰せられた。「あなたの子、あなたが愛しているひとり子イサクを連れて、モリヤの地に行きなさ

い。そして、わたしがあなたに告げる一つの山の上で、彼を全焼のささげ物として献げなさい。」」

創世記 22：2　でした。

今礼拝に出ておられる方は、アブラハムのこれまでの神の取り扱いを熟知されていることと思います。

でも敢えて再度、イサクが与えられるまでの彼の人生を振り返ってみたいと思います。何故ならアブラハ

ムはイスラエルの始祖となる人だからです。さらにアブラハムから 10代前はノアです。そのノアの 10

代前はアダムであり、祭司の系列がここから流れて来ているのです。

アブラハムには神が何度も同じ約束を与えます。その約束は御国に関することです。

神は長い年月をかけて　国造りを始めておられるのです。　国には王がいて、領土があります。次に民を

作られます。この民の祖としてアブラハムを選ばれたのです。　
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神はこのアブラハムからイスラエル (神が支配する国) を作っていくのです。

アブラハムに神が何度も約束していることは、神の国メシア王国の土地（領土）を与えることです。

まずアブラハムの紹介をしましょう。私達はアブラハムといいますが本当の名はアブラムでした。　父の

名はテラ、兄弟はナホルとハランです。ハランは自分の父より早く召されました。

そのハランには 3 人の子どもがいました。ロトとイスカとミルカです。

アブラムの妻はサライ、ナホルの妻はハランの娘のミルカです。彼らは偶像に満ちたカルデヤのウルに住

んでいました。

テラは「カナン」の地を目指し、アブラムとその妻のサライ、そして孫のロトを連れて出発します。

しかしカナンに行く道中で、ハランという町に住み着いたのです。アブラムの父テラはそのハランの地

で召されます。

この後、神がアブラムに次のように語りかけますが、これはメシア王国を指し示しています。
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「あなたは、あなたの土地、あなたの親族、あなたの父の家を離れて私が示す地に行きなさい。そうすれ

ば、わたしはあなたを大いなる国民としあなたを祝福しあなたの名を大いなる者とする。

あなたは祝福となりなさい。わたしは、あなたを祝福する者を祝福しあなたを呪うものをのろう。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　創世記 12：1

アブラムは、ハランを出て行きます。この時アブラムは 75歳でした。

「信仰によって、アブラハムは相続財産として受け取るべき地に出て行くようと召しを受けたときに、

それに従い、どこに行くのかを知らずに出て行きました。」へブル人への手紙 11:8 

アブラムはどこへ行くのかわからない、分からないけれども神が導いてくださるというその確信があった

から従うことができたのです。そしてカナンの地に入って行ったのです。

そこはカナン人が住んでいましたが、主はアブラムに現れて言われました。

「わたしは、あなたの子孫にこの地を与える」創世記 12：7　これが領土の付与です。
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アブラムは自分に現れてくださった主のために、そこに祭壇を築きました。

前回もカナンの地について話しましたが、そこはヨシュアとカレブが多くの人を引き連れて入って行った

あのカナンの地です。

しかし、初めてこの地に足を踏み入れたのは、彼らの祖であるアブラムでした。

聖書は預言の書であり、神のご計画が書かれているのです。

カナンの地はやがてくるメシア王国の予型です。

神がモーセを通し、民をカナンの地へ導き入れたのは、神がアブラムに約束したことの故なのです。

アブラムは天幕生活をしながら旅を続けて行きます。

そしてゲラルに寄留していた時に問題が起こります。

アブラムは自分の妻サラのことを「これは私の妹です」と言ったので、ゲラルの王アビメレクは、人を遣

わしてサラを召し入れてしまうのです。
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主はアビメレクに夢の中で警告を与えます。「あの女は夫のある身だ」と。

「あの女を夫に返さないとあなたは死ぬ。あの人は預言者であなたのために祈ってくれるだろう。

そしていのちを得なさい」と。アビメレクはその言葉通りサライをアブラムに返し、さらに多くの贈り物、

銀 1000枚、羊、牛、奴隷をアブラムに与えたのです。

次の箇所でも神は約束の言葉を語られます。ずっと一緒に住んでいたロトと別れた後、主はアブラムに再

度領土の付与を約束します。

「さあ　目を上げて、あなたがいるその場所から北、南、東、西を見渡しなさい。

わたしは、あなたがこの地をすべてあなたに、そしてあなたの子孫  (  イスラエルの残りの者  )  に永久に与え

るからだ。わたしは、あなたの子孫を地のちりのように増やす。もし人が、地のちりを数えることができ

るならあなたの子孫も数えることが出来る。立って、この地を縦と横に歩き回りなさい。わたしがあなた

に与えるのだから。」創世記　13：14-17
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私はここを読んだ時、この約束の故にイスラエルの国は今こうして繁栄しているのだなと思ったのです。

しかし、ここで語られていることが、やがて御国において成就するのだと知った時は驚きでした。

ソドムの町が略奪された時、アブラムはロトとその町の住民を助け出しますが、その後で主の言葉がアブ

ラムに臨みます。

「アブラムよ。恐れるなわたしは　あなたの盾である。あなたへの報いは非常に大きい」

アブラムは言った。「神、主よ、あなたは私に何を下さるのですか。私は子がないままで死のうとしてい

ます。私の家の相続人は、ダマスコのエリエゼルなのでしょうか。」

さらに、アブラムは言います。「ご覧ください。あなたが子孫を私に下さらなかったので、私の家のしも

べが私の跡取りになるでしょう。」創世記 15：1-2

ここでアブラムは「子がないままで死のうとしています。」と言っています。　彼は子供をあきらめてい

たのです。
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自分たちには子どもは与えられないのだと　・・　自分の内側だけを見ていたのです。

何故ならこの時アブラムは 75を優に過ぎていたのです。

「あなたが子孫を私にくださらなかったので」…過去形です。

その言葉を聞いて神は語りかけました。

 「すると見よ、主のことばが彼に臨んだ。「その者があなたの跡を継いではならない。ただ、あなた自

身から生ま出てくる者が、あなたの跡を継がなければならない。」

そして主は、彼を外に連れ出して言われた。「さあ、天を見上げなさい。星を数えられるなら数えなさ

い。」さらに言われた。「あなたの子孫は、このようになる。」

 アブラムは主を信じた。それで、それが彼の義と認められた。」」創世記 15:1-6

主はアブラムを外に連れ出し、天を見上げさせて見せたのです。空いっぱいに広がる満天の無数の星を。

(無数の星は、やがてメシア王国において朽ちる体のまま入ってくるイスラエルの残りの者が　爆発的に

増える事を暗示しているのです。)
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光り輝く数えきれないほどの星々のように、あなたの子孫が増え広がっていくのだと見せたのです。　　

彼は 360度見渡して、自分から出る子孫がこの星々のようになると…言葉にならない感動を覚えたので

はないでしょうか？

神は言葉だけでなく、はっきりと目に見えるように約束を示してくださったのです。

星を見ながら主の語りかけを聞いたアブラムは　そうだ！神は必ずその通りにしてくださると強い確信に

あふれて主を信じたのです。　

「「アブラハムは神を信じた。それで、それが彼の義と認められた」という聖書のことばが実現し、

彼は神の友と呼ばれたのです。」ヤコブの手紙 2:23 　とあります。

しかし、その約束はなかなか実現しないまま　時は過ぎて行きます。

私達の時間軸と神の時間軸はい大いに違います。アブラムは待たされたのです。待たされ続けたのです。

この時のことが、ローマ人への手紙に書いてあります。
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「彼は望み得ない時に望みを抱いて信じ、「あなたの子孫は、このようになる」と言われていたとおり、

多くの国民の父となりました。彼は、およそ百歳になり、自分のからだがすでに死んだも同然であること、

またサラの胎が死んでいることを認めても、その信仰は弱まりませんでした。」　ローマ 4：18-19

アブラムの信仰は弱りませんでしたが、サラは待てませんでした。

サラは待ちきれず、女奴隷のハガルを通して子を得ようと、ハガルをアブラムに与えます。

その結果、女奴隷のハガルはアブラムの子どもを身ごもりサラを見下すようになったのです。

当時は不妊の女は見下げられていました。それゆえサライは身重のハガルを苦しめたのです。

彼女はサライのもとから荒野に逃げ去ります。（創世記 16：7）　

主の使いは、シュルへの道のある泉のほとりで彼女を見つけました。

主はハガルに女主人の元へと戻り、身を低くするように優しく語られます。
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そして子孫を増し加えるとの約束を与え、ハガルのお腹の子に名前を付けられるのです。

その子は ִעֵי מָ אלשְׁ  イシュマエル と名付けなさいと。主があなたの苦しみを聞き入れたからと。

この名前の中に「聞く」 ע מַ シャーマ の文字が入っているのです。　神はアブラムの子孫を祝福する  שָׁ

と言われました。

イシュマエルはアラブの祖と言われていますが　イシュマエルもアブラムの子です。

やがてイスラエルの残りの者によって勝ち取られていく異邦人の中に、このイシュマエルの子孫でメシア

王国に入る者もいるのではないでしょうか？

アブラムが 86歳の時イシュマエルが生まれました。それから 13 年後、アブラムが 99歳の時、主が彼に

現れて言われます。
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「さて、アブラムが九十九歳のとき、主はアブラムに現れ、こう言われた。「「わたしは全能の神である。

あなたはわたしの前を歩み、全き者であれ。わたしは、わたしの契約を、わたしとあなたとの間に立てる。

わたしはあなたをおびただしくふやそう。」「あなたの名は、もうアブラムと呼んではならない。あなた

の名はアブラハムとなる。わたしがあなたを多くの国民の父とするからである。」(17:1-5)

「あなたの妻サライのことだか、その名をサライと呼んではならない。その名はサラとなるからだ。わた

しは彼女を祝福しよう。確かに、彼女によってあなたのひとりの男の子を与えよう。わたしは彼女を祝福

する。彼女は国々の母となり、国々の民の王たちが彼女から出てくる。」(17:15～16)

アブラハムはひれ伏しながらも、心の中で「笑った」のです。「百歳の者に子どもが生まれようか。サラ

にしても、90歳の女が子を産むことができようか。」と。

そして「どうかイシュマエルが、あなたの御前で生きながらえますように」と言います。これはイシュマ

エルを約束の子として受け入れ、認めてくださいという願いです。しかし神は、「いや、あなたの妻サラ
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が、あなたに男の子を産むのだ。あなたはその子をイサクと名づけなさい。わたしは彼とわたしの契約を

立て、それを彼の後の子孫のために永遠の契約とする」と語られたのです。

そしてサラにその約束を実現するために、３人の人がアブラハムのもとを訪れて告げるのです。

「来年の今頃サラには男の子が生まれている。」と。

それを聞いたサラは笑いますが、主はサラをたしなめて言われます。

「主にとって不可能なことがあるだろうか。わたしは来年の今ごろ、定めた時に、あなたのところに戻っ

てくる。その時サラには男の子が生まれている。」と。

神が語られた通りアブラハムが 100歳　サラが 90歳の時イサクが生まれます。

この原稿を書くにあたって　気づいたことがあります。サラが笑ったのは有名ですが　アブラハムも笑っ

たと知りました。

そうです、現実とかけ離れたことを聞くと、そんな馬鹿なと言って人は笑うのです。

神は不可能を可能にされる方、イサクが誕生したのです。「わたしは全能の神である。あなたはわたしの

前を歩み、全き者であれ」約束の更新において、神は自ら「わたしは全能の神である」と宣言されます。
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そしてアブラムに対する神の要求は、信じる者にふさわしく「神の前を歩み、全き者であれ」というもの

でした。

ここでの「全き者」ים מִ ターミームは、道徳的に完全な者であるということではなく、神とのかかわ תָ

りにおける完全さ、つまり神を信頼することにおいて完全であれ、という意味での要求です。

「神の前を歩み　全きものであれ」という言葉を、いつも自覚して生きるために、神はアブラムに改名を

命じたのです。この改名の意味を悟ったアブラムは神の命じられるままに、そのしるしとしての「割礼」

を受けました。アブラムにかかわるすべての男子が神との契約のしるしとしての「割礼」を受けたのです。

「割礼」とは「肉によってではなく、霊によって生きる」ことを啓示する預言的奥義です。

割礼の目的は「わたしがあなたを多くの国民の父とする」ことを実現するものです。

さらに、ここでの「歩み」という要求はヘブル語の強意形で、これは自ら、主体的に、自覚的に、自発的

に歩むことを意味しています。
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しかし、この神の前を歩み、神とのかかわりにおいて完全な信頼をもって生きるということはそう簡単な

ことではありません。人間がもっている常識の枠を超えることが要求されるからです。

神はアブラムとサライの名を改名します。

　　　　 　　　　

アブラムにもサラにもה ヘーの文字が加えられました。ה へーは「ְך לַ ハーラフ」の意味と考えられ  הָ

ます。「ְך לַ 。ハーラフ」は神とともに歩む生き方を表す言葉です  הָ

この「ְך לַ ハーラフ」という動詞は、旧約においては הָ 1549回も使われていますが、創世記のエデンの

園において、「そよ風の吹くころ、彼ら (アダムとエバ) は園を歩き回られる神である主の声を聞いた」
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創世記 3:8　とあります。神が園を歩き回られる 「ְך לַ ハーラフ 」のは、人との交わりを求めておら  הָ

れるからです。　エデンの園は神と人がともに住み、交わりを持つ場所だったのです。

この改名によって、神は２人をそのように歩むようにされたのです。

アブラハムはその意味では「漂泊の民の父であり、モデル」なのです。

ヘブル人への手紙 11章にこうあります。

「信仰によって、アブラハムは相続財産として受け取るべき地に出て行くようにと召しを受けたときに、

それに従い、どこに行くのかを知らずに出て行きました。

信仰によって、彼は約束された地に他国人のようにして住み、同じ約束をともに受け継ぐイサクやヤコブ

と天幕生活をしました。

堅い基礎の上に建てられた都を待ち望んでいたからです。その都の設計者、また建設者は神です。
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アブラハムは、すでにその年を過ぎた身であり、サラ自身も不妊の女であったのに、信仰によって、子を

もうける力を得ました。彼が、約束してくださった方を真実な方と考えたからです。

こういうわけで、一人の、しかも死んだも同然の人から、天の星のように、また海辺の数えきれない砂の

ように数多くの子孫が生まれたのです。

これらの人たちはみな、信仰の人として死にました。約束のものを手に入れることはありませんでしたが、

はるか遠くにそれを見て喜び迎え、地上では旅人であり、寄留者であることを告白していました。

そのように言っている人たちは、自分の故郷を求めていることを明らかにしています。

もし彼らが思っていたのが、出て来た故郷だったなら、帰る機会はあったでしょう。

しかし実際には、彼らが憧れていたのは、もっと良い故郷、すなわち天の故郷でした。ですから神は、彼

らの神と呼ばれることを恥となさいませんでした。神が彼らのために都を用意されたのです。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘブル 11：8-16
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そのような経験をしたアブラハムは、彼の信仰の生涯において最大の試練を受けます。再び、神である主

はアブラハムに現われ、「あなたの愛しているひとり子イサクを連れて、モリヤの地に行きなさい。」と

言われます。

100歳で与えられたイサク、神の約束を固く握りしめてずっと待ち望んできたその息子、目に入れてもい

たくないそのイサクを、全焼のいけにえとしてささげるよう神は言われたのです。

アブラハムはどうしましたか？

「翌朝早く、アブラハムはろばに鞍をつけ、二人の若い者と一緒に息子イサクを連れて行った。アブラハ

ムは全焼のささげ物のための薪を割った。こうして彼は、神がお告げになった場所へ向かって行った。」

創世記 22:3 

翌朝早くです。すぐにただちに事を起こしたのです。「あなたの愛している一人子イサクを連れて」のそ

の声に聞き従ったのです。アブラハムは聞いて従ったのです。その声、神の声に何も言わず泣き言も言わ

ず言い訳もせずに従ったのです。
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息子のイサクも、いけにえを持たずに行こうとする父と一緒に歩き続けた (ְך לַ 。ハーラフ) とあります הָ

なにかしら不穏な空気が立ちこめる中、父は息子を連れ (ְך לַ ハーラフ )、息子のイサクは父と一緒に הָ

歩き続けた (ְך לַ ハーラフ ) のです。興味深いことに、アブラハムの生涯においていつも「ハーラフ」 הָ

という言葉が結びついていますが、それもここまでです。なぜなら、信仰の旅路はここにおいて究極に

至ったからです。

「三日目に、アブラハムが目を上げると、遠くの方にその場所が見えた。

それで、アブラハムは若い者たちに、「おまえたちは、ろばと一緒に、ここに残っていなさい。

私と息子はあそこに行き、礼拝をして、おまえたちのところに戻って来る」と言った。

アブラハムは全焼のささげ物のための薪を取り、それを息子イサクに背負わせ、火と刃物を手に取った。

二人は一緒に進んで行った。

イサクは父アブラハムに話しかけて言った。「お父さん。」彼は「何だ。わが子よ」と答えた。イサクは

尋ねた。「火と薪はありますが、全焼のささげ物にする羊は、どこにいるのですか。」
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アブラハムは答えた。「わが子よ、神ご自身が、全焼のささげ物の羊を備えてくださるのだ。」こうして

二人は一緒に進んで行った。

神がアブラハムにお告げになった場所に彼らが着いたとき、アブラハムは、そこに祭壇を築いて薪を並べ

た。そして息子イサクを縛り、彼を祭壇の上の薪の上に載せた。

アブラハムは手を伸ばして刃物を取り、息子を屠ろうとした。

そのとき、主の使いが天から彼に呼びかけられた。「アブラハム、アブラハム。」彼は答えた。

「はい、ここにおります。」

御使いは言われた。「その子に手を下してはならない。その子に何もしてはならない。今わたしは、あな

たが神を恐れていることがよく分かった。あなたは、自分の子、自分のひとり子さえ惜しむことがなかっ

た。」アブラハムが目を上げて見ると、見よ、一匹の雄羊が角を藪に引っかけていた。

アブラハムは行って、その雄羊を取り、それを自分の息子の代わりに、全焼のささげ物として献げた。
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アブラハムは、その場所の名をアドナイ・イルエと呼んだ。今日も、「主の山には備えがある」と言われ

ている。」創世記 22：4-14　　

神は真実な方です。アブラハムが神のことばに従ったことを　神を恐れていることがよく分かったと神は

言われたのです。

アブラハムが目を上げて見るの「見る」はה אָ ラーアーで、「見る、探す、見出す」という意味があり רָ

ます。　また、「見よ」は ה נֵּ 。ヒンネーで、御国を現わす言葉です הִ

神はイサクの代わりに雄羊を用意されたのです。やがてこの場所がゴルゴダの丘になり、ここで雄羊なる

イェシュアが私たちの身代わりとなって十字架で死なれるのです。そして命を与える御霊となって復活さ

れるのです。

モリヤの地とはエルサレムのことです。そしてエルサレムの意味は　イェルシャ―ライムこれは「神の御

計画のビジョンと、そこにある神の全ての祝福の意味が込められているのです。

「主の山には備えがある」のではなく、神がご覧になる地、神がずっとそこを見続けている地なのです。
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この時アブラハムが何を考えていたのか、インタビューしなくても、ここに書いてあります。

「信仰によって、アブラハムは試みを受けたときにイサクを献げました。

約束を受けていた彼が自分のただひとりの子を献げようとしたのです神はアブラハムに

「イサクにあって、あなたの子孫が起こされる」と言われましたが、彼は、神には人を死者の中からよみ

がえらせることもできると考えました。それで彼は、比喩的に言えば、イサクを死者の中から取り戻した

のです。」へブル人への手紙 11：17-18

考えても見てください。アブラハムは 100歳、サラは 90歳で、神のことば通りイサクが生まれたのです。

アブラハムは、死んだも同然の胎に子を宿す、神の力を知っていたのです。

また、モリヤの地を見ながら歩むアブラハムとイサクの姿は、御父と御子がともに歩まれる (ְך לַ  הָ

ハーラフ) 姿と重なります。神の御子なるイェシュアがどこまでも御父に聞いて、御父に従ってくださっ

たのです。
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黙々と、ただ黙って御父に従われたイェシュアが、父に親しみを込めて言われた言葉は１回だけです。

それはゲッセマネの最後の祈りの時で、アバと呼んでいます。

「アバ父よ、あなたは何でもお出来になります。どうかこの盃をわたしから取り去ってください。しかし

わたしの望むことではなく、あなたがお望みになることが行われますように。」　マルコ 14：36

また、十字架上で「わが神わが神どうして私をお見捨てになるのですか？」マタイ 27：46 と語られた

こともありました。

イェシュアが父に語られたのは、聖書の中でこの２回だけです。イェシュアはどこまでも御父に従い、謙

遜の限りを尽くされたのです。

イェシュアが洗礼を受けられた時に、御父は次のように言われました。　

「あなたは私の愛する子　私はあなたを喜ぶ　」マルコ 1：11
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また、御父が弟子たちに語られたことが１度だけありました。それは　変貌山でのことです。

「その時　雲がわき起こって彼らをおおい雲の中から声がした。これはわたしの愛する子。「彼の言うこ

とを聞け」」（マルコ 9：7）でした。

イェシュアに聞くのです。み言葉を通して語られるイェシュアの声を聞いていきましょう。

ベアハリート

「あなたの名はアブラハムとなる。わたしが、あなたを多くの国民の父とするからである」創世記 17：5

という神の約束を信仰をもって自覚的に生きること、それが改名の秘密だったのです。その約束はアブラ

ハムからイサクそして、イサクからヤコブへと受け継がれます。
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ヤコブには 4 人の妻があり、レアとラケル、レアの女奴隷ジルパとラケルの女奴隷ビルハから、12 人の子

どもが与えられ、12部族の祖を築きます。そして、レアから生まれるユダと異邦人のタマルを通し、さら

にボアズと異邦人ルツを通して、ダビデ王が生まれ、真の王であるイェシュアが生まれるのです。

私達が今信じているのは、アブラハム、イサク、ヤコブの神、イスラエルの神です。

この方とともに歩んでいることを忘れてはなりません。

信仰というと、私たちの側の問題と考えてしまいますが、実はそうではありません。神を信じ、神を信頼

することができるのは神のわざなのです。つまり、神が私たちのうちに信仰を育ててくださるのです。

ですから信仰は神の恩寵なのです。イェシュアは「私たちは、神のわざ(複数)を行うために、何をすべき

でしょうか。」という問いに対してこう答えられました。「あなたがたが、神が遣わされた者を信じるこ

と、それが神のわざ(単数)です。」と。(ヨハネ 6:28～29)

信仰は神の恩寵のわざであり、奇蹟そのものです。

このイスラエルの神、イェシュアに栄光と誉と賛美がありますように。
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最後にこのみ言葉をもって終わりにします。

「私は今日、あなたがたに対して天と地を証人に立てる。私は、いのちと死、祝福とのろいをあなたの前

に置く。あなたはいのちを選びなさい。あなたもあなたの子孫も生き、あなたの神、主を愛し、御声に聞

き従い、主にすがるためである。まことにこの方こそあなたのいのちであり、あなたの日々は長く続く。

あなたは、主があなたの父祖、アブラハム、イサク、ヤコブに与えると誓われたその土地の上に住むこと

になる。」申命記 30：20　

これはイスラエルの民に言われた言葉です。

やがて、恵みと嘆願の霊が注がれる時、神が選んだイスラエルの残りの者は、このみ言葉を行うことが出

来るようになるのです。

「ですから、信仰は聞くことから始まります。聞くことはキリストについてのことばを通して実現するの

です。」ローマ 10：17

32



「また、あなたがたの心の目がはっきり見えるようになって、神の召しにより与えられる望みがどのよう

なものか、聖徒たちが受け継ぐものがどれほど栄光に富んだものか、 また、神の大能の力の働きによっ

て私たち信じる者に働く神のすぐれた力が、どれほど偉大なものであるかを、知ることができますよう

に。」エペソ人への手紙 1：18-19

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　2026.2.18
                    
                                                                                                     　 水曜AC  加藤 弘美    
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